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高次脳機能障害者の地域生活支援の推進に関する研究 
分担研究者 野村忠雄 

高志リハビリテーション病院病院長 
 

研究要旨 
 北陸ブロックのとりまとめを行い、富山県、石川県、福井県の３県に設置された地方支援拠点機関お
よび地方自治体との北陸ブロック会議を開催し、各県の高次脳機能障害支援普及事業の円滑なる実施を
図った。その結果、県民における高次脳機能障害の理解が著しく高くなるとともに、支援スタッフの充
実が図られた。 
   
Ａ．研究目的 
 北陸ブロックにおける高次脳機能障害者への専門的な相談支援のあり方、関係機関との連携のあり方
など支援ネットワークの構築に関する手法を検討し、さらに充実したシステムを構築することを目的と
する。 
 
Ｂ．研究方法 
 １．北陸ブロック会議の開催：富山県、石川県、福井県の高次脳機能障害支援センターが、輪番制で
北陸ブロック会議および講演会を開催し、北陸３県での高次脳機能障害支援ネットワークを強化する。
構築する。 
 ２．各県での取り組みに対して助言・支援を行う。 
 
（倫理面での配慮） 
 調査研究は所属する施設の倫理委員会の承認を経て実施する。調査対象者の個人情報等に係わるプラ
イバシーの保護ならびに如何なる不利益も受けないように十分配慮した。 
 
Ｃ．研究結果 
 １．北陸ブロック会議および講演会の開催 
 

 平成 24 年 平成 25 年度 平成 26 年度 

日時 
場所 

平成 24 年 8月 25 日（土） 
9:30～12:30 
サンシップとやま 

平成 25 年 7月 13 日 
9:30～12:30 

石川県リハビリテーションセンター 

平成 26 年 7月 12 日 
9：30～12：30 
福井医療短期大学 

会議 

①各県の現状報告 
②講義「ユビキタスセンサ
と行動識別による日常行動
の評価・支援」 
③今後の課題等について協
議、情報交換 
 
北陸三県各支援センター職
員・行政担当者、助言者 
計 25 名 

①各県の現状報告 
③各県事例検討 
④今後の課題等について協
議、情報交換 
 
北陸三県各支援センター職
員・行政担当者、助言者 
計 25 名  
 
 

①各県から現状報告 
②事例検討（石川県・福井県） 
③学童期・青年期にある高次脳
機能障害者に対する総合的な
支援に関する研究（富山県） 
④今後の課題等について協議、
情報交換 
 
北陸三県各支援センター職
員・行政担当者、助言者 
計 27 名 

講演会 

講師     
イラストレーター（当事者
ご家族）柴本 礼 氏 
 
演題「高次脳機能障害者が
生きやすい社会に～他人事
ではない高次脳機能障害 
その理解と支援～」 
参加者 122 名 

講師 
高次脳機能障害ピアカウン
セラー佐々木 智賀子 氏 
 
演題「光をつかみ取るまで～
高次脳機能障害支援者とし
て、家族として～」 
 
参加者 計 81 名 

講師 
イラストレーター「高次脳機能
障害 コウジ村」柴本 礼 氏 
 
演題「高次脳機能障害の夫との 
10 年～最近考えること～」 
 
参加者 計 156 名 



２．各県の事業および研究報告 

１）富山県高次脳機能障害者支援センター事業実績 

支援拠点機関

名 

富山県高次脳機能障害支援ｾﾝﾀｰ（富山県高志リハビリテーション病院内） 

℡076－438－2233 平成１９年１月１５日開設 

支援コーディネー

ター(職種） 

医師、臨床心理士、作業療法士、ソーシャルワーカー、その他（更生、授産、療護施設職員） 

全職員兼務 

年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

当事者・家族か

らの直接相談 

（延べ件数） 

 
電話：  ２２８件 
来院／来所： ２８４件 
メール・書簡： １７件 
その他（訪問・出張・同行等）：
２２件  
合計 ５５１件 

 
電話： ２０７件 
来院／来所： ２６９件 
メール・書簡： ２１件 
その他（訪問・出張・同行等）：３
４件  合計 ５３１件 

 
電話： ２０５件 
来院／来所： １６２件 
メール・書簡： ７件 
その他（訪問・出張・同行等）： 
２１件   合計 ３９５件 

機関・施設等か

らの間接相談

（延べ件数） 

 
電話：  １７４件 
来院／来所 ４６件 
メール・書簡  １４件 
その他（訪問・出張・同行等）：
６件 合計 ２４０件 

 
電話： １４０件 
来院／来所 ３７件 
メール・書簡・支援パス １２件 
その他（訪問・出張・同行等）４件 
合計 １９３件 

 
電話： ２２０件 
来院／来所 ３４件 
メール・書簡：３件 支援パス１２件 
その他（訪問・出張・同行等）９件 
合計 ２７８件 

 

主催した会合 

 

 
・家族教室（６回） 
対象者：家族・当事者 
参加人数：延べ７９名 
 
・支援計画策定会議（ケース会議） 
（４７回） 
対象者：支援センター構成員 
参加者人数：延べ４３０名 
 
・高次脳機能障害講演会（１回） 
対象者：一般、関係機関職員 
参加人数：１２２名 
 
・特別講演（研修会）（１回） 
対象者：運転免許センター、高志
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院、センター職員、
その他 
参加人数：３９名 
 
・高次脳機能障害者就労・生活支
援ネットワーク会議（２回） 
対象者：就労・生活・福祉・教育・
関係機関、行政機関、セ
ンター職員、助言者 

参加者人数：会議 延べ６６名、 
講義 延べ８７名 

 
・高次脳機能障害支援ｾﾝﾀｰ 
運営会議（２回） 
対象者：運営委員 
参加人数：延べ３２名 
 
・平成２４年度北陸ブロック連絡
協議会 
対象者：北陸三県高次脳機能障害
支援事業関係者職員、行政担当
者、助言者 
参加人数：２５名 
 
・ピアカウンセリング研修（１回） 
対象者：支援センター職員 
参加人数：１０名 
 
・高次脳機能障害支援センター相
談支援体制連携調整会議（1回） 
対象者：相談支援体制連携調整会
議委員 
参加人数：１６名 

 
・家族教室（６回） 
対象者：家族・当事者 
参加人数：延べ １１６名 
 
・ピア・サポート検討会（７回） 
対象者：当事者・家族 
ピア・サポーター：家族会メンバ 
ー・スーパーバイザー 
 
・支援計画策定会議（ケース会議） 
（４８回） 
対象者：支援センター構成員 
参加者人数：延べ５２９名 
 
・高次脳機能障害専門研修会・講演
会（１回） 
対象者、参加者人数： 
専門研修 関係機関職員８０名 
講演会 一般、関係機関職員、 

１３９名 
 
・高次脳機能障害者就労・生活支援
ネットワーク会議（２回） 
対象者：就労・生活・福祉・教育・
関係機関、行政機関、セン
ター職員、助言者 

参加者人数：延べ７５名 
 
・北陸ブロック連絡協議会 
対象者：北陸三県高次脳機能障害支
援事業関係者職員、行政担当者、
助言者 
参加人数：２５名 
 
・運営会議（１回） 
対象者：支援センター運営委員１１
名 
 
・相談支援体制連携調整会議 
（１回） 
対象者：相談支援体制連携調整会議
委員、センター職員 ２５名 

 

 
・家族教室（６回） 
対象者：家族・当事者 
参加人数：延べ ９４名 
 
・ピア・サポート検討会（９回） 
対象者：当事者・家族 
ピア・サポーター：家族会メンバ 
ー・スーパーバイザー 
 
・支援計画策定会議（ケース会議） 
（４８回） 
対象者：支援センター構成員 
参加者人数：延べ５２９名 
 
・高次脳機能障害専門研修会・講演会 
（１回） 
専門研修 対象者：関係機関職員、 
参加人数：５１名 
講演会 対象者：一般、参加人数： 
１０４名 
 

・富山高次脳機能障害リハビリテーショ
ン講習会（１回） 
 対象者：一般 １２０名 
 
・高次脳機能障害者就労・生活支援ネ
ットワーク会議（２回） 
対象者：就労・生活・福祉・教育・関係
機関、行政機関、センター職員、
助言者参加者人数：延べ７５名 

 
・北陸ブロック連絡協議会 
対象者：北陸三県高次脳機能障害支援事
業関係者職員、行政担当者、助言者 
参加人数：２７名 
 
・障害者の自動車運転共同研究報告会 
対象者：県立大学、免許センター他 
参加人数：１０名 
 
・運営会議（１回） 
対象者：支援センター運営委員 
参加人数：１４名 
 
・相談支援体制連携調整会議（１回） 
対象者：相談支援体制連携調整会議委
員、センター職員 
参加人数：２３名 
 
・学童期・青年期にある高次脳機能障害
者に対する総合的な支援に関する研究
に係る会議（５回） 
対象者：企画・ワーキング委員 
参加人数：延べ８７名 
 



 

 

協力した会合 

 

 

 

 
講師協力した会合 
・平成 24 年度富山県相談支援従
事者研修「都道府県地域生活支援
事業について」 
 
・平成 24 年度高岡圏域就労支援
ネットワーク会議「高次脳機能
障害及び発達障害者の方の就
労支援について」 
 
・ボランティア懇話会（勉強会）
「高次脳機能障害について」 
 
・富山医療福祉専門学校（隣接領
域概論）「臨床心理士の業務、
高次脳機能障害支援センター
業務について」 
 
・平成 24 年度第 2 回職業リハビ
リテーション実践セミナー「支
援ネットワークの形成とその
活用（高次脳機能障害コース）」 
 
・富山労働局障害者業務担当者研
修 
「高次脳機能障害者の理解」 
 
・星城大学リハビリテーション研
究会 
「高次脳機能障害のリハビリテ
ーション」 
 

その他運営協力 

・日本脳外傷友の会第 12 回全国
大会 2012ｉｎとやま（実行委員
会、交流会、支援コーディネー
ター研修会、富山脳外傷リハビ
リテーション講習会） 
 

その他研修 

・平成 24 年度富山圏域就労支援
ネットワーク会議 
 
・平成 24 年度高岡圏域就労支援
ネットワーク会議・講演会 
・砺波圏域就労移行支援セミナー
2013 
 
・福井県高次脳機能障害リハビリ
テーション講習会 
 
・第 36 回日本高次脳機能障害学
会学術総会、サテライトセミナ
ー 
 
・高次脳機能障害支援普及事業支
援コーディネーター全国会議 
 
・高次脳機能障害支援普及事業支
援普及全国連絡協議会 
 
・高次脳機能障害支援事業関係職
員研修会 
 
・平成 24 年度富山県自立支援協
議会専門部会 
 
・高次脳機能障害支援情報マップ
作成事業企画会議 
 
ケース会議への協力 
・参加件数５回 
 

 
講師協力した会合 
・富山医療福祉専門学校（隣接領域
概論）「臨床心理士の業務、高次
脳機能障害支援センター業務につ
いて」 
 
・富山の療育を考える会（恵光学園）
「小児期発症の高次脳機能障害者の
就労支援の一例」 
 
・富山県相談支援従事者研修 都道
府県地域生活支援事業について「高
次脳機能障害者への支援について」 
 
・第 2 回職業リハビリテーション実
践セミナー「支援ネットワークの
形成とその活用」 
 
・第 3 回医療福祉工学研究会「装着
型センサを用いた高次脳機能障害
者の運転技能評価－」 
 
・富山地方裁判所「高次脳機能障害
について」 
 
・院内勉強会 
「就労について考える～何が必要な
の～」 
 

その他運営協力 

・第 10 回富山脳外傷リハビリテーシ
ョン講習会 
 

その他研修 

・高岡圏域就労支援ネットワーク会
議 
 
・福井県高次脳機能障害リハビリテ
ーション講習会 
 
・福井県高次脳機能障害関係者研修 
 
・福井県高次脳機能障害セミナー 
 
・富山圏域就労支援ネットワーク会
議 
 
・富山県障害者雇用推進会議 
 
・高次脳機能障害支援普及全国連絡
協議会、支援コーディネーター全
国会議、高次脳機能障害支援事業
関係職員研修会 
 
・高次脳機能障害支援情報マップ作
成事業企画会議 
 
・日本脳外傷友の会第 13 回全国大
会、高次脳機能障がい支援コーディ
ネーター研修会 
 
・障害者就労支援ネットワーク研修
会 
 
・第 1 回自動車運転再開とリハビリ
テーションに関する研究会 
 
・精神保健福祉法の改正に係る説明
会 
 
・富山県障害者雇用推進会議 
ケース会議への協力 
・参加件数 １３回 

 
講師協力した会合 
・富山医療福祉専門学校（隣接領域概論）
「臨床心理士の業務、高次脳機能障害
支援センター業務について」 
 
・富山県相談支援従事者研修 都道府県
地域生活支援事業について「高次脳機
能障害支援センターの活動について」 
 
・職員研修会（富山県精神保健福祉協会
ゆりの木の里）「高次脳機能障害の理
解と支援方法について」 
 
・北陸地区脳神経リハビリテーション看
護研究会 
「高次脳機能障害の症状の基本的な
知識を学ぶ」 
 
・富山県家庭児童相談員連絡協議会「高
次脳機能障害と発達障害の特徴と対
応について」 
 
・脳卒中連携合同勉強会「高次脳機能障
害患者の運転再開に向けたパネルデ
ィスカッション」 
 
・第２回自動車運転再開とリハビリテー
ションに関する研究会「教習所との連
携、実車評価の実際」 
 
・院内研修「高次脳機能障害支援センタ
ー概要」 
 

その他研修 

 
・高岡圏域就労支援ネットワーク会議 
 
・富山圏域就労支援ネットワーク会議 
 
・リハビリテーション心理職研修会 
 
・石川県高次脳機能障害リハビリテーシ
ョン講習会 
 
・福井県高次脳機能障害セミナー 
 
・高次脳機能障害支援普及全国連絡協議
会、支援コーディネーター全国会議、
高次脳機能障害支援事業関係職員研
修会 
 
・日本脳外傷友の会第 14 回全国大会、
高次脳機能障がい支援コーディネー
ター研修会 
 
・日本心理研修センター主催夏季研修会 
高次脳機能の基礎と支援 
 
ケース会議への協力 
・参加件数 １３回 



広報・啓発活
動 

 
・富山県高次脳機能障害支援セン
ターパンフレット、漫画冊子の配
布、小児向けリーフレットの更新 
・ホームページの掲載 
・書籍の貸出 

 
・富山県高次脳機能障害支援センタ
ーパンフレット、リーフレット、漫
画冊子の配布 
・ホームページの掲載 
・その他機関からの掲載依頼に協力 
・書籍の貸出 

 
・富山県高次脳機能障害支援センターパ
ンフレット、リーフレット、漫画冊子配
布 
・ガイドブック（「これでわかるちゃ！！
高次脳機能障害」）の配布 
・ホームページの掲載 
・その他機関からの掲載依頼に協力 
・書籍の貸出 

調査・情報収

集活動 

 

 
・当センターの高次脳機能障害者
グループ訓練 
 
・高次脳機能障害者における一般
就労とウェクスラー記憶検査の
下位項目との関係－職種マップ
の有用性－ 
 
・遂行機能障害者に対する復職へ
の関わり～傾聴や計画について
の教示により作業活動の自己決
定が意欲的な行動変化を呈した
１例～ 
 
・生活版ジョブコーチ事業 
 
・自動車運転能力評価に関する研
究 
 
・高次脳機能障害者支援情報マッ
プ作成事業「高次脳機能障害を持
つ方の対応に関する調査(１次調
査)」 
 

 
・高次脳機能障害者の自動車運転能
力評価に関する研究を県立大学工学
部、県運転免許センターと共同して
実験・調査 
 
・高次脳機能障害者支援情報マップ
作成事業「高次脳機能障害を持つ方
の対応に関する調査(２次調査)」 
 
・ガイドブックの作成 
 

 
・高次脳機能障害者の自動車運転能力評
価に関する研究を県立大学工学部、県運
転免許センターと共同して実験・調査 
 
・学童期・青年期にある高次脳機能障害
者に対する総合的な支援に関する研究 
 
・PCRS による病識評価 

診断評価・リ
ハビリテーシ
ョン等 

 
・富山県高志リハビリテーション
病院にて実施 
 
 
・認知グループ療法（２４回） 
実数１３件（見学も含む）、 
延べ１０１件 

 
・富山県高志リハビリテーション病
院にて実施 
 
・認知グループ療法（２５回） 
実数 １４件（見学含む） 
延べ １２５件 
 
・生活版ジョブコーチ事業 
実数３件、延べ１０件 

 
・富山県高志リハビリテーション病院に
て実施 
 
・認知グループ療法（２７回） 
実数 １４件（見学も含む） 
延べ １５８件 
※１０月～働くためのグループ訓練（心
理療法）、いきいきグループ訓練（作業
療法）開始 
 
・生活版ジョブコーチ事業 

 
その他の支援
活動 
 

 
・県内スーパー（イオン、バロー）
に 1ヶ月間のパンフレット配置（5
月、7月、11 月） 
 
・県内コンビニ（ファミリーマー
ト）に 1ヶ月間のパンフレットの
配置（8月） 
 
・富山テレビ取材対応（10 月 17
日放送） 
 
・とやまふれあいフェスティバル
ポスター掲示、パンフレット配布 

 
・県内スーパー（イオン、バロー） 
パンフレット配置（6月、8月、9月） 
 
・県内コンビニ（サークル K サンク
ス）ポスター配置（11 月） 
 
・センター見学対応（病院、福祉セ
ンター） 
 

 
・県内スーパー、コンビニ、パンフレッ
ト配布（６月、８月、９月） 
 
・県内スーパー、コンビニ、ポスター配
布（１２月、１月） 

 
その他 
（学会 
発表等） 

 
・第４９回日本リハビリテーショ
ン医学会学術集会 
「高次脳機能障害者に対する支
援と神経心理学的検査結果の推
移」 
「若年発症の高次脳機能障害者
における家族エンパワメントの
評価」 
 
・第２０回職業リハビリテーショ
ン研究発表会「高次脳機能障害者
の就労支援の成果と課題」 
 
・リハビリテーション・ケア合同
研究大会札幌２０１２ 
 
「遂行機能障害者に対する復職
への関わり～傾聴や計画につい
ての教示により作業活動の自己
決定が意欲的な行動変化を呈し
た１例～」 
 

 
・第 21 回職業リハビリテーション研
究発表会「高次脳機能障害者の就
労支援機関との情報共有の在り方
について」 
 
・第 13 回東海北陸作業療法士学会・
公開シンポジウム 
「当院における高次脳機能障害者グ
ループ訓練の現状と課題」 
 
 
・第 6 回運転と認知機能研究会「装
着型センサを用いた高次脳機能障害
者の運転技能評価～交差点での左右
確認動作～」 
 

 
・第７回 運転と認知機能研究会 
「装着型センサを用いた高次脳機能障
害者の実車運転技能評価～車線変更、減
速、左右確認動作での問題点～」 
 
・第５１回日本リハビリテーション医学
会学術集会 
「装着型センサを用いた高次脳機能障
害者の運転技能評価システム～障害物
回避場面での安全確認動作～」 
 
「装着型センサによる高次脳機能障害
者の実車運転評価～交差点での左右確
認動作～」 
 
「高次脳機能障害者本人・家族間の
awarenessgap-PCRS(PatientCompetency 
Rating Scale)を用いた検討-」 
 
・第１５回富山県作業療法学会 
「生活行為向上マネジメントを用いた
アプローチモデルの検討 
～高次脳機能障害グループ訓練への導
入～」 



 

 

２）石川県高次脳機能障害者相談・支援センター事業実績 

支援拠点 

機関名 

石川県高次脳機能障害相談・支援センター（石川県リハビリテーションセンター内） 
 ℡076－266－2188 

平成１９年４月１５日開設 

支援コーディネ

ーター(職種） 
保健師・臨床心理士 

年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

当事者・家族か

らの直接相談 

（延べ件数） 

 
電話： １２０件 
来院／来所：  ９４件 
メール・書簡：   ４件 
その他（訪問・出張・同行等）： 
２０件  
合計 ２３８件 

 
電話： １５５件 
来院／来所： １１９件 
メール・書簡： ５２件 
その他（訪問・出張・同行等） 
：１７件  
合計  ３４３件 

 
電話： １６５件 
来院／来所： １１２件 
メール・書簡： ５２件 
その他（訪問・出張・同行等） 
：４件 
合計  ３３３件 

機関・施設等か

らの間接相談

（延べ件数） 

 
電話：  ２８０件 
来院／来所  ７４件 
メール・書簡  ３６件 
その他（訪問・出張・同行等）：
５８件 合計 ４４８件 

 
電話： ３７１件 
来院／来所 ８８件 
メール・書簡 ３１件 
その他（訪問・出張・同行等） 
：７４件  
合計 ５６４件 

 
電話： ２６９件 
来院／来所 ５８件 
メール・書簡 ５４件 
その他（訪問・出張・同行等） 
：５９件 
合計 ４４０件 

 

主催した会合 

 

 
・家族教室（３回） 
対象者：高次脳機能障害者の家族 
参加人数：延べ３４名 
 
・生活支援教室 
（週１回 延べ４８回） 
対象者：高次脳機能障害者 
参加人数：延べ４３４名  

実１１名 
  
・研修会 
 対象者：県内の高次脳機能障害
のリハビリテーション、相談支援
従事者等 
参加人数：１４１名 
 
・支援関係者連絡会（３ヶ所にて
実施） 
対象者：市町、医療機関、相談支
援事業所、障害者関連施設、障害
者就業・生活支援センター、ハロ
ーワーク、保健福祉センター等 
参加人数：５４名 
 
・ケース会議（５４回） 
対象者：作業療法士、就労支援事
業所、障害者職業センター等関係
機関職員 
参加人数：延べ３１６名 

 
・家族教室（３回） 
対象者：高次脳機能障害者の家族 
参加人数：延べ２８名 
 
・生活支援教室 
（週１回 延べ４９回） 
対象者：高次脳機能障害者 
参加人数：延べ３８９名  

実１１名 
  
・高次脳機能障害普及啓発研修会 
 対象者：当事者、家族、医療機
関、就労関係機関、市町、保健福
祉ｾﾝﾀｰ等 
参加人数：８１名 
 
 
・ケース会議（６０回） 
対象者：作業療法士、医療機関、
就労支援事業所、学校等 
参加人数：延べ４２２名 
 
 
・専門職研修（1回） 
対象者：県内のリハビリテーショ
ン専門職、相談支援事業者等 
参加人数：３３名 
 
・支援関係者連絡会（１回） 
対象者：市町、医療機関、相談支
援事業所、介護支援事業所、障害
者関連施設、就労関係機関、保健
福祉センター等 
参加人数：５０名 
 
・地域リハビリテーション推進検
討会議（１回） 
対象者：学識経験者、地域リハビ
リテーション関係機関、団体の代
表者等 
参加人数；２４名 

 
・家族教室（２回） 
対象者：高次脳機能障害者の家族 
参加人数：延べ４３名 
 
・生活支援教室 
（週１回 延べ５０回） 
対象者：高次脳機能障害者 
参加人数：延べ２９７名 

実８名 
 
・石川県高次脳機能障害リハビリテー
ション講習会（１回） 
対象者：当事者・家族、医療・福祉・
就労関係者、一般県民 
参加人数：１２８名 
 
・専門職研修（1回） 
対象者：県内のリハビリテーション専
門職 
参加人数：６９名 
 
・就労相談会（１回） 
対象者：難病・高次脳機能障害者、家
族、支援関係者 
参加人数：１７名 
 
・ケース会議（４６回） 
対象者：医療機関、行政機関、就労支
援事業所、作業療法士 
参加人数：延べ３５９名 
 
・平成２６年度高次脳機能障害支援関
係者連絡会（１回） 
対象者：市町、医療機関、相談支援事
業所、介護支援事業所、障害社関連施
設、就労関係機関、保健福祉センター
等 
参加人数：７２名 
 
・地域リハビリテーション推進検討会
議（１回） 
対象者学識経験者、地域リハビリテー
ション関係機関、団体の代表者等 
参加人数：１７名 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

協力した 

会合 

 

 

  

その他研修 

 
 
・高次脳機能障害支援普及事業第
１、２回支援コーディネーター
全国会議 
  
 ・第１、２回高次脳機能障害支
援普及事業支援普及全国連絡
協議会 
 
・脳外傷友の会第 12 回全国大会 
 
・平成２４年度北陸ブロック連絡
協議会 
 
・平成２４年度高次脳機能障害講
演会 
 
・介護支援専門員連絡会 
 
・高次脳機能障害支援情報マップ
作成事業会議 
 

・ケース会議への協力 

 
・ケース会議３２回 
 
 
 

  
その他研修 
・高次脳機能障害支援普及事業第
１回支援コーディネーター全国
会議 
 
・第１回高次脳機能障害支援普及
全国連絡協議会 
 
・高次脳機能障害支援普及事業第
２回支援コーディネーター全国
会議 
  
・第２回高次脳機能障害支援普及
全国連絡協議会 
 
・平成２５年度北陸ブロック連絡
協議会 
 
・高次脳機能障害支援情報マップ
作成事業企画会議 
 
・高次脳機能障害研修会（教職員
等対象） 
 
・県自立支援協議会 
 
・ケース会議への協力 
 
・参加件数 ３５回 

  
講師協力した会合 
・高次脳機能障害支援普及事業第１回
支援コーディネーター全国会議 
 
・第１回高次脳機能障害支援普及全国
連絡協議会 
 
・富山県高次脳機能障害者就労・生活
支援ネットワーク会議 
 
・平成２６年度北陸ブロック連絡協議
会 
 
・福井県高次脳機能障害リハビリテー
ション講習会 
 
・学童期・青年期にある高次脳機能障
害者に対する総合的な支援に関する
研究 ワーキング会議 
 
・学童期・青年期にある高次脳機能障
害者に対する総合的な支援に関する
研究 北陸合同会議 
 
その他研修 
・高次脳機能障害に関する研修会（２
回）（障害者施設、医療機関職員対象） 
 
・石川県障害者相談支援従事者研修 
（相談支援専門員対象） 
 
・NASVA による家族交流会（２回） 
 
・精神保健福祉担当者連絡会 
 
ケース会議への協力 
・参加件数 ２５回 

広報・啓発活

動 

 
・パンフレット、ホームページ、 
センターニュースの発行 

 
・ホームページ掲載 
 
・パンフレット配布 
 
・センターニュース発行（年２回） 
 
・書籍・DVD 貸出 

 
・ホームページ掲載 
 
・パンフレット配布 
 
・センターニュース発行 
 
・書籍・DVD 貸出 

調査・情報収

集活動 

 
 

 
・高次脳機能障害実態調査 
 
・高次脳機能障害者支援情報マッ
プ作成事業「高次脳機能障害のあ
る方の対応に関するアンケート」 
 

 
・学童期・青年期にある高次脳機能障
害者に対する総合的な支援に関する
研究 

診断評価・リハ

ビリテーショ

ン等 

  
・自動車運転能力評価を石川県リ
ハビリテーションセンターにて
実施  
 
高次脳機能障害者 実１４件 

 
・自動車運転能力評価を石川県リハビ
リテーションセンターにて実施 
 
高次脳機能障害者 実３０件 

その他の 

支援活動 

 
・家族会支援 
 

 
・家族会支援 
 

 
・家族会支援 
 

 

学会発表等 

 
 
  

 
・第 16 回世界作業療法士連盟大会・
第 48 回日本作業療法学会「学校現場
における高次脳機能障害のある児童
への作業療法士の関わり」 



３）福井県高次脳機能障害者支援センター事業実績 

支援拠点 

機関名 

福井県高次脳機能障害支援センター(福井総合クリニック内)℡０７７６－２１－１３００ 
平成２０年５月１５日開設 

支援コーディ

ネーター 

(職種） 
平成 24 年度 言語聴覚士、 平成 25 年度～作業療法士 

年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

当事者・家族

からの直接

相談 

（延べ件数） 

 
電話：８７９件 
来院／来所： ９７２件 
メール・書簡： ７６件 
その他(訪問・出張・同行等)：１０５
件 
合計 ２０３２件 

 
電話： １０３０件 
来院／来所： １０５３件 
メール・書簡： ５７件 
その他(訪問・出張・同行等)：１１
２件 
合計 ２２５２件 

 
電話： １０３２件 
来院／来所： １０８１件 
メール・書簡： ５３件 
その他(訪問・出張・同行等)：１
３８件 
合計 ２３０４件 

機関・施設等

からの間接

相談 

（延べ件数） 

 
電話： ８０７件 
来院／来所： ２５件 
メール・書簡： １３５件 
その他(訪問・出張・同行等)： 
７０件  
合計 １０３７件 

 
電話： ９０５件 
来院／来所： ８件 
メール・書簡： ６９件 
その他(訪問・出張・同行等)： 
４１件  
合計 １０２３件 

 
電話： ９７８件 
来院／来所： １５件 
メール・書簡： １１２件 
その他(訪問・出張・同行等)： 
５０件  
合計 １１５５件 

 

主催した会

合 

 

 

・高次脳機能障害教室・交流会(１２

回) 

対象者：家族・当事者、関係者 

参加人数：一般９６名 

関係者１９名 

 

・高次脳機能障害勉強会(３９回) 

対象者：新田塚医療福祉センター職員 

参加人数：延べ７２５名 

 

・高次脳機能障害支援センター 

運営会議(１２回) 

対象者：運営委員 

参加人数：延べ１９８名 

 

・ケース会議(４６回) 

対象者：医師、理学療法士、作業療法

士、言語聴覚士等 

参加人数：延べ３８８名 

 

・高次脳機能障害セミナー(１回) 

対象者：関係者 

参加人数：１０１名 

 

・高次脳機能障害関係者研修（２回) 

対象者：関係者 

参加人数：７１名 

 

 

 

 

・高次脳機能障害教室・交流会(１

２回) 

対象者：家族・当事者、関係者 

参加人数：一般１４４名 

関係者４７名 

 

・高次脳機能障害勉強会(３５回) 

対象者：新田塚医療福祉センター職

員 

参加人数：延べ４６９名 

 

・高次脳機能障害支援センター 

運営会議(１２回) 

対象者：運営委員 

参加人数：延べ１８０名 

 

・ケース会議(７７回) 

対象者：医師、理学療法士、作業療

法士、言語聴覚士等 

参加人数：延べ５４１名 

 

・高次脳機能障害セミナー(１回) 

対象者：関係者 

参加人数：６１名 

 

・高次脳機能障害関係者研修（３回) 

対象者：関係者 

参加人数：５６名 

 

 

・高次脳機能障害教室・交流会 

(１２回) 

対象者：家族・当事者、関係者 

参加人数：一般名 

関係者１５４名 

 

・高次脳機能障害勉強会(３５回) 

対象者：新田塚医療福祉センター

職員 

参加人数：延べ２０５名 

 

・高次脳機能障害支援センター 

運営会議(１２回) 

対象者：運営委員 

参加人数：延べ１５５名 

 

・ケース会議(４０回) 

対象者：医師、理学療法士、作業

療法士、言語聴覚士等 

参加人数：延べ３０５名 

 

・高次脳機能障害セミナー(１回) 

対象者：関係者 

参加人数：８４名 

 

・高次脳機能障害関係者研修 

（２回) 

対象者：関係者 

参加人数：３５名 

 



協力した会

合 

 

 
講師協力した会合 
・平成２４年度全国地域リハビ 
リテーション合同研修会福井  
講演 
「地域活性化への課題～高次脳 
機能障害への支援から見えてき 
たこと」 
 
・日医認定健康スポーツ医再研 
修会・産業医研修会講演 
「高次脳機能障害のリハビリテ 
ーションと就学・就労」 
 
・精神神経セミナー講演 
「頭部外傷とてんかん」 
 
・若越みどりの村職員研修会 
講演 
「高次脳機能障害の基本的理解と支
援のあり方について」 
 
その他研修 
・福井県高次脳機能障害リハビリテー
ション講習会 
 
・福井県奥越地区自立支援協議会 
 
・高次脳機能障害支援普及事業支援普
及全国連絡協議会 
 
・高次脳機能障害支援普及事業支援コ
ーディネーター全国会議 
 
・平成２４年度北陸ブロック連絡調整
会議 
 
・高次脳機能障害者支援情報マップ作
成事業会議 
 
 
ケース会議への協力 
 
・外部からの依頼にて４９回参加 
 
 

 
講師協力した会合 
・平成２５年度福井県相談支援従事
者現任研修 講師 
 
・嶺南障害者就業・生活支援センタ
ーひびき関係機関連絡調整会議 
 
・２０１３年度大学連携リーグ連携
企画講座「言語聴覚療法の現状と
取組～福井県における高次脳機能
障害」 
 
・第６回北陸三県診療放射線技師
学術研修会 
 
その他研修 
・福井県高次脳機能障害リハビリテ
ーション講習会 
 
・高次脳機能障害支援普及事業支援
普及全国連絡協議会 
 
・高次脳機能障害支援普及事業支援
コーディネーター全国会議 
 
・平成２５年度北陸ブロック連絡調
整会議 
 
・高次脳機能障害者支援情報マップ
作成事業会議 
 
・第１回 自動車運転再開とリハビ
リテーションに関する研究会 
 
・第 10 回 富山県高次脳機能障害
リハビリテーション講習会「高次
脳機能障害者の世界」 
 
・平成２５年度福井障害者就業・
生活支援センター 関係機関連絡
調整会議 
 
・平成２５年度福井市障害者地域
自立支援協議会 
 
 
ケース会議への協力 
 
・外部からの依頼にて２５回参加 
 
 

 
講師協力した会合 
・高次脳機能障害支援普及事業第 1
回支援コーディネーター会議「福
井県高次脳機能障害支援センター
活動報告 
 
・坂井地区勉強会「高次脳機能障
害に対する支援とその現状」 
 
・福井労働局勉強会「高次脳機能
障害の特性と支援」 
 
・嶺南障害者就業・生活支援セン
ター第 1回関係期間連絡調整会議
「高次脳機能障害の特性と支援」 
 
・高次脳機能障害講演会（富山） 
「見えない障害とは？～高次脳機
能障害の理解と対応～」 
 
・富山県高次脳機能障害関係者研
修 
「高次脳機能障害の神経心理学的
検査～実施のポイントと解釈～」 
 
・協和発酵キリン社内勉強会（福
井） 
「脳卒中後遺症に対する
Intensive Rehabilitation」 
 
その他研修・会合 
・福井県高次脳機能障害リハビリ
テーション講習会 
 
・高次脳機能障害支援普及事業支
援普及全国連絡協議会 
 
・高次脳機能障害支援普及事業支
援コーディネーター全国会議 
 
・平成２６年度北陸ブロック連絡
調整会議 
 
・平成２６年度福井障害者就業・
生活支援センター 関係機関連絡
調整会議 
 
・平成２６年度福井市障害者地域
自立支援協議会就労支援部会 
 
・石川県高次脳機能障リハビリテ
ーション講習会 
 
・言語聴覚療法とワーキングメモ
リー 
 
ケース会議への協力 
・外部からの依頼にて４２回参加 
 
 



 

広報・啓発活

動 

 
・高次脳機能障害チェックリストの配
布、使用 
 
・パンフレット(第 4版)、リーフレッ
ト改訂の配布 
 
・ホームページ随時更新 
 
・神経心理検査用具レンタル 
 
・書籍・ＤＶＤレンタル 
 
・支援センターニュース発行 
(No.５２～６８) 

 
・高次脳機能障害チェックリストの
配布、使用 
 
・パンフレット(第 4版)、リーフレ
ット改訂の配布 
 
・ホームページ随時更新 
 
・神経心理検査用具レンタル 
 
・書籍・ＤＶＤレンタル 
 
・支援センターニュース発行 
(No.７３～７８) 

 
・高次脳機能障害チェックリスト
の配布、使用 
・パンフレット(第 4版)、リーフ
レット改訂の配布 
・ホームページ随時更新 
・神経心理検査用具レンタル 
・書籍・ＤＶＤレンタル 
・支援センターニュース発行 
(No.７６～７８) 

調査・情報収

集活動 

 
・脳損傷者の自動車運転再開時におけ
る医療機関の取り組みに関する調査 
 
・高次脳機能障害者支援情報マップ作
成事業「高次脳機能障害を持つ方の
対応に関する調査(１次調査)」 

 
・脳損傷者の自動車運転再開時にお
ける医療機関の取り組みに関する
調査 
 
・高次脳機能障害者支援情報マップ
作成事業「高次脳機能障害を持つ
方の対応に関する調査(２次調
査)」 

 
・高次脳機能障害患者数調査 
 
・学童期・青年期にある高次脳機
能障害者に対する総合的な支援に
関する研究 
 

診断評価・リ
ハビリテー
ション等 

 
・福井総合病院及び福井総合クリニッ
クにて、他の医療機関と連携して実
施 
 
・集団リハビリテーション 
〈月:１３時～１４時、水:１３時～１
６時半〉 

 
・福井総合病院及び福井総合クリニ
ックにて、他の医療機関と連携し
て実施 
 
・集団リハビリテーション 
〈月:１３時～１４時、水:１３時～
１６時半〉 

 
・福井総合病院及び福井総合クリ
ニックにて、他の医療機関と連携
して実施 
 
・集団リハビリテーション 
〈月:１３時～１４時、水:１３時
～１６時半〉 

その他の支

援活動 

 
・福井県脳外傷友の会「福笑井」(福
井県高次脳機能障害者と家族の会)
運営協力 
・新聞社の取材対応 

 
・福井県脳外傷友の会「福笑井」(福
井県高次脳機能障害者と家族の
会)運営協力 
 

 
・福井県脳外傷友の会「福笑井」(福
井県高次脳機能障害者と家族の
会)運営協力 

 
その他（学会
発表等） 

 
・第３７回日本脳卒中学会総会発表 
「高次脳機能障害を伴う脳卒中患者
の就労に関する因子」 
 
・第４９回 日本リハビリテーション
医学会学術集会発表 
「高次脳機能障害を有する高校生の
復学における問題点」 
 
・第１３９回国治研セミナー発表 
「高次脳機能障害の言語聴覚療法」 
 
・日本脳外傷友の会第１２回全国大会
２０１２ｉｎとやまシンポジウム 
「シンポジウムⅡ心から心へ～理解
しあえる安心感の持てる関係～」 
 
・リハビリテーション・ケア合同研究
大会札幌２０１２発表 
「脳損傷者の自動車運転能評価～神
経心理検査による運転適性指標の検
討」 
「運動が注意機能に与える影響につ
いて～注意障害を認める患者での比
較～」 
「当院での脳卒中退院指導の取り組
み」 
 
・第１２回北陸言語聴覚学術集会発
表、シンポジウム 
「音韻性錯誤・音断片を主体とする失
語症の 1例―音韻性失名詞との比較
―」 
「高次脳機能障害および認知症患者
における疲労度の検討―発話音声分
析装置 CENTE の使用経験―」 
シンポジウム： 
「高次脳機能障害者の復職、就労、障
害受容について」 
 
・第３６回日本高次脳機能障害学会学
術総会発表 
「高次脳機能障害者の就労に関連す
る因子」 
 

 
・第 50 回日本リハビリテーション
医学会学術集会「高次脳機能障害
を主訴とした脳炎後遺症患者への
支援」 
 
・第 5回脳梗塞学術懇話会「脳損傷
患者の運転再開について」 
 
・第 34 回日本リハビリテーション
医学会 北陸地方会「同時失認と
街並失認を来した右後大脳動脈領
域梗塞の一例」 
 
・ストラテジーの異なる語生成時
の脳活動とワーキングメモリー容
量の個人差の関係～fMRI 研究～」 
 
・Relationship between Brain 
Activity in Word Generation 
under Different Strategies and 
Individual Difference of Working 
Memory Capacity : An fMRI study 
 
・リハビリテーション・ケア合同
研究大会 千葉 2013「疲労が注意
力に与える影響」 
 
・第 14 回日本言語聴覚学会「失名
詞失語と音韻性失名詞の呼称にお
ける誤反応分析」 

 
・理学療法 31 巻 5号掲載 
「遂行機能障害機能障害を有する
患者への理学療法士の関わり」 
 
・第 12 回福井県言語聴覚学術集会 
「辺縁系脳炎により地誌的障害を
呈した一症例」 
 
・第 15 回日本言語聴覚学会 
「自発描画、自発書字が可能であ
るのに、摸写ができない地誌的障
害の一症例」 
「言語性ワーキングメモリ機能お
よび語流暢性機能の側性化につい
て－脳血管障害者を対象として
－」 
 
・第 2回自動車運転再開とリハビ
リテーションに関する研究会 
「自動車運転時の脳神経活動」 
 
・第 8回新田塚医療福祉センター
リハ・ケア研究会 
「高次脳機能障害者に対する集団
リハビリテーションの帰結と要因
の検討」 
「病識低下により就労において現
実感を持つことが困難であった症
例」 
「急性期病棟看護師の高次脳機能
障害に対する認識～質問紙調査報
告」 
「重度高次脳機能障害患者に生活
行為向上マネジメントを試み、意
欲向上を認めた一例」 



 
３．個別研究 
  
平成 24 年度 
研究１．当センターの高次脳機能障害者グループ訓練 
研究２．「高次脳機能障害者における一般就労とウェクスラー記憶検査の下位項目との関係 

～職種マップの有用性～」 
研究３．「遂行機能障害を呈した症例に対する職業復帰への取り組み 
      ～傾聴により作業活動の自己決定が意欲的な行動変化をもたらした一例～」 
研究４．「高次脳機能障害を伴う脳卒中患者の就労に関連する因子」 
研究５．「高次脳機能障害を有する高校生の復学における問題点」 
研究６．「脳損傷者の自動車運転能評価～神経心理検査による運転適性指標の検討」 
研究７．「音断片・音韻性錯語を主体とした一例～音韻性失名詞との比較～」 
研究８．「高次脳機能障害および認知症患者における疲労度の検討 

～発話音声分析装置 CENTE の使用経験～」 
研究９．「高次脳機能障害者の就労に関連する因子」 
 
平成 25 年度 
研究１．「装着型センサを用いた高次脳機能障害者の運転能力評価」 
研究２．「面談方式ピア・サポートによる家族支援の試み」 
研究３．「高次脳機能障害者本人・家族間の awareness gap  

－PCRS(Patient Competency Rating Scale)を用いた検討－」 
研究４．「当院における高次脳機能障害者グループ訓練の現状と課題」 
研究５．「高次脳機能障害を主訴とした脳炎後遺症患者への支援」 
研究６．「同時失認と街並失認を来した右後大脳動脈領域梗塞の一例」 
研究７．「疲労が注意力へ与える影響」 
研究８．「失名詞失語と音韻性失名詞の呼称における誤反応分析」 
研究９．「ストラテジーの異なる語生成時の脳活動とワーキングメモリー容量の個人差の関 
     係～fMRI 研究～」 
研究１０．「Relationship between Brain Activity in Word Generation under Different  
      Strategies and Individual Difference of Working Memory Capacity : An fMRI  
      study」 
平成 26 年度 
研究１．「装着型センサを用いた高次脳機能障害者の実車運転技能評価  

～車線変更、減速、左右確認動作での問題点～」 
研究２．「面談型ピア・サポート事業報告 

－ピア相談員は来談者の語りにどのように反応するのか－」 
研究３．「Patient Competency Rating Scale を用いた高次脳機能障害の病識評価」 
研究４．「脳障害者の自動車運転再開支援～自動車学校や運転免許センターとの連携～」 
研究５．「生活行為向上マネジメントを用いたアプローチモデルの検討 

－高次脳機能障害グループ訓練への導入－」 
研究６．「学校現場における高次脳機能障害のある児童への作業療法士の関わり」 
研究７．「辺縁系脳炎により地誌的障害を呈した一症例」 
研究８．「自発描画、自発書字が可能であるのに模写ができない地誌的障害の一症例」 
研究９．「高次脳機能障害者に対する集団リハビリテーションの帰結と要因の検討」 
研究１０．「病識低下により就労に現実感を持つことが困難であった症例」 
研究１１．「急性期病棟看護師の高次脳機能障害に対する認識 ～質問紙調査報告～」 
研究１２．「重度高次機能障害患者に生活行為向上マネジメントを試み，意欲向上を認めた一例」 
研究１３．「失行に対するリハビリテーションの一例」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
Ｄまとめおよび考察 

１） 各県支援センターの３年間のまとめ 

 従来の事業に加え、各県が重点的に取り組んできた事業を中心に総括する。 

① 富山県 

２４年度に開始した生活版ジョブコーチ事業により、複数の作業療法士を支援センターの併任とする

ことにより、退院後の生活上の問題点の解決、支援を行うことができた。対象者は徐々に増加したが現

行の診療報酬上の問題もあり、必ずしも一般化されておらず、今後に問題を残している。 

２５年度にピアカウンセリング事業を開始した。この事業は、家族の会「高志」のメンバー３名をピ

ア・サポータ－として、学識経験者にスーパーヴァイズを任命し、当センターに臨床心理士がコーディ

ネーターとして活動している。２５年度には７名、２６年度には９名の申込みがあり、カウンセリング

後の反省会を含め熱心に取り組んでいる。この事業は生活・就労支援の開始にあたっての家族の不安を

和らげ、その後の支援に繋げる重要な役割を果たしている。そして、家族会と支援センターとの関係も

「支援する側、される側」から「互いに協力する」関係に変貌したように思われる。 

就労支援にあたっては、支援関係機関との「就労支援パス」が有効に働きだし、支援ネットワーク会

議においても事例の検討などでは活発な議論がなされ、県内での支援機関との顔の見える連携ができて

きた。今後の課題はネットワークへの企業側の参加であり、２７年度には実現する見通しである。 

研究として自動車実車運転評価と高次脳機能障害者の「自己認識」に関する研究を主に行ってきた。

現在も PCRS による評価の妥当性と支援への有効性などを検討中である。 

自動車運転評価については県立大学工学部や運転免許センターとの連携を図り、装着型センサを使用

した実車による自動車運転評価・支援を行ってきた。２４年度には健常者を、２５年度には高次脳機能

障害者を対象とした教習所コースでの運転評価を行うことができた。それらのデータと神経生理学的検

査結果との関係を検討しながら、高次脳機能障害者の運転特性が授受に解明されてきた。また、２６年

度からは産業医大の自動車運転再開とリハビリテーションに関する研究斑に参加して簡易自動車運転

シミュレータでの評価とともに自動車運転教習所との連携を図っている。 

② 石川県 

ケース会議を年間５０回前後開催し、就労支援事業所、障害者職業センター等の関係機関職員との連

携を図ってきた。生活支援教室では当事者の生活能力の向上のみならず、社会参加への意欲や病態認識

の獲得にも良い影響を与えており、終了後に２０名前後の人が復職や復学、福祉的就労などの生活の安

定を得ることができた。 

石川県下の支援機関との連携を目指して連絡会や研修会を開催し、活動報告と意見交換を行ってきた。

その一環として家族教室をセンター開設当初から開催し、家族の交流や障害理解の促進を図っている。

また、２６年度には学校現場における高次脳機能障害児童に対してリハビリテーション専門職が係わる

取り組みを行い、児童の学習・生活面で主体的な自立度の高い学校生活の実現につなぐことができた。 

研究面では平成２５年度に医療機関、障害福祉機関、介護保険機関に対して行った高次脳機能障害実

態調査（４５２事例）を行った。その結果、発症後に退学・離職が３２%、休学・休職は８%であったが、

それらの者のうち就労支援機関の利用者はわずか６%と少なく、支援上の課題が明らかになった。 

③ 福井県 

 高次脳機能障害者のリハビリテーション・プログラムの充実を検討してきており、26 年度には患者

用の外泊チェックリストの活用を図り、２６年度には高次脳機能障害データベースの作成に向けて、デ

ータの蓄積を開始した。 

脳外傷友の会「福笑井」への支援を継続しているが、友の会の課題として子どもや就労年齢の方の入

会が少なく会員の高齢化が進んでいることがあり、対策を検討している。 

研究面では、２４年度は高次脳機能障害者の自動車運転能力評価をドライビング・シミュレータ用い



て行うともに、アンケート調査を実施し運転に関する当事者・家族のニーズを明らかにした。また、脳

損傷者の自動車運転再開時における医療機関の取り組みに関するアンケート調査を実施した。２５年度

にはドライビング・シミュレータを活用し、評価マニュアルの作成・更新を行った。「自動車運転再開

とリハビリテーションに関する研究班」への参加・協力を行った。 

高次脳機能障害患者数調査を定期的に行ってきたが、２６年度には福井県内医療機関を対象にアンケ

ート調査を行った。福井県内の高次脳機能障害者数は入院・通院合わせて 707 名（アンケート回収率

53.8％）であった。しかし、この数字以上の患者が存在しており、調査に反映されない人たちへの今後

の対応が課題である。 

現在、県内の支援モデルとしては、評価・診断については、一つの拠点機関に集約され、適切に評価・

診断を行った後に、各圏域へと各種支援の依頼を行うといった形が出来つつある。県内の地域格差の解

消への対策として、この支援モデルを基礎として、各圏域へと戻った後に、適切に支援が行われるよう

体制を強化していく予定である。 

２） 北陸３県での合同事業のまとめ 

① 北陸ブロック会議 

毎年１回、各県の輪番制で開催してきた。２４年度は富山県、２５年度は石川県、２６年度は福井県

で開催した。会議では毎年、各県から現状報告に続いて事例検討と意見交換を行った。また、北陸３県

での合同事業についての報告、検討を行った。２４・２５年度には高次脳機能障害者支援情報マップ作

成事業、２６年度には学童期・青年期にある高次脳機能障害者に対する総合的な支援に関する研究事業

の報告があった。会議において今後の課題等について協議、情報交換を行い、会議終了後には高次脳機

能障害に関する研修会を開催した。この会議は互いの活動の優位点を認め合い、それを各自の県で取り

入れるための情報が得られ、大変有意義であった。また、各県の行政官の参加が得られ、各県の取り組

みの報告もあり有意義であった。 

お互い、各県での事業のノウハウを学びながら 3県での支援内容の均霑化を図ってきた。本事業の終

了後も、北陸３県の協議会は継続していく予定である。 

② 高次脳機能障害者支援情報マップ作成事業 

千葉リハビリテーションセンターでの高次脳機能障害者支援情報マップ作成事業「高次脳機能障害を

持つ方の対応に関する調査」を北陸３県の支援センターが共同で参加した。２４年度には高次脳機能障

害を持つ方の対応に関する調査(１次調査)を、２５年度には北陸３県で二次調査を行い、各支援機関に

おいて最終的なまとめを行った。 

③ 「２０１５年度自賠責運用益拠出事業 学童期・青年期にある高次脳機能障害者に対する総合的な

支援に関する研究」は富山県高次脳機能障害支援センターが受託した上記の事業である。全国４施設と

ともに北陸３県での合同調査研究として、その一環としての「青年期における就労定着支援プログラム」

を２６年度から行うことになった。２６年度には調査対象者の選び出しと調査票の作成を行った。２７

年度には調査結果の解析とともに支援プログラムの作成と試行を、２８年度には小児期発症の高次脳機

能障害者のライフステージ毎の支援プログラムモデルを公表していきたいと思っている。 

 

 支援センターが開設されて８～９年になった。３県とも少しずつだが高次脳機能障害者の方々のお役

に立てるようになってきたと感じられるようになった。しかし、課題は頑張れば頑張るほど出てきて、

「これで十分」と言ったことがない。今後も、３県が連携して一歩一歩着実に進んでいきたい。 

 


